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線形計画法：目的関数 𝑧 = 5𝑥 + 4𝑦 （ただし，𝑥 ≥ 0, 𝑦 ≥ 0）に対し，制約条件 7𝑥 + 𝑦 ≤ 10，

10𝑥 + 5𝑦 ≤ 8 とするとき，目的関数𝑧の最大値を，図を用いないで求める線形計画法（シン

プレックス法）を説明する。

（ステップ１）𝑧 − 5𝑥 − 4𝑦 = 0, 7𝑥 + 𝑦 + 𝑠 = 10,    10𝑥 + 5𝑦 + 𝑡 = 8 （ただし，𝑠 ≥ 0, 𝑡 ≥ 0）

とする。𝑠, 𝑡をスラック変数と呼ぶ。

（ステップ２）これより以下の連立方程式がたつ。

(
1 −5 −4 0 0
0 7 1 1 0
0 10 5 0 1

)

(

 
 

𝑧
𝑥
𝑦
𝑠
𝑡)

 
 
= (

0
10
8
)

そして，係数行列の２列目以降を取り出して，

(𝑎𝑖𝑗|𝑏𝑗) = (
−5 −4 0 0
7 1 1 0
10 5 0 1

|
0
10
8
)

とする。以下，第１行目の最小値が正となるまで，以下の基本変形をくり返す。これをシン

プレックス法と呼ぶ。

（ステップ３）第１行目の最小値−5の列において， 
𝑏𝑖

𝑎𝑖1
が正でかつ最小である 𝑖 行（第３行）

を用いて𝑎31 = 10を1に変換し，さらに，𝑎31と同じ列の値がすべて0となるように基本変形

を行なう。

   (
−5 −4 0 0
7 1 1 0
10 5 0 1

|
0
10
8
)
𝑅3/10
→   (

−5 −4 0 0
7 1 1 0
1 0.5 0 0.1

|
0
10
0.8
)
𝑅1+5𝑅3
→     
𝑅2−7𝑅3

(
0 −1.5 0 0.5
0 −2.5 1 −0.7
1 0.5 0 0.1

|
4
4.4
0.8
)

（ステップ４）同様に，第１行目の最小値−1.5の列において， 
𝑏𝑖

𝑎𝑖2
が正でかつ最小である 𝑖 行

（第３行）を用いて𝑎32 = 0.5を1に変換し，さらに，𝑎32と同じ列の値がすべて0となるよう

に基本変形を行なう。

  

𝑅3/0.5
→    (

0 −1.5 0 0.5
0 −2.5 1 −0.7
2 1 0 0.2

|
4
4.4
1.6
)
𝑅1+1.5𝑅3
→      
𝑅2+2.5𝑅3

(
3 0 0 0.8
0 −2.5 1 −0.7
2 1 0 0.2

|
6.4
4.4
1.6
)
𝑅2+2.5𝑅3
→      (

3 0 0 0.8
5 0 1 −0.2
2 1 0 0.2

|
6.4
8.4
1.6
)



（ステップ５）第１行目の最小値が正であるので基本変形は終了する。これより，

𝑧 = 6.4 − 3𝑥 − 0.8𝑡,    𝑦 = 1.6 − 2𝑥 − 0.2𝑡

を得る。𝑥 ≥ 0 , 𝑦 ≥ 0, 𝑠 ≥ 0, 𝑡 ≥ 0より，𝑧の最大値は，𝑥 = 𝑡 = 0のとき𝑧 = 6.4であることが

わかる。さらに，𝑧の最大値6.4となる𝑥, 𝑦は𝑥 = 0, 𝑦 = 1.6 であることもわかる。

ポイントは，𝑧 = 6.4 − 3𝑥 − 0.8𝑡 の𝑥, 𝑡の係数が負になっており，𝑧 = 6.4はシンプレックス法

の理論により最大値となっている。

このように，スラックス変数を追加した連立方程式を，シンプレックス法と呼ばれる基

本変形を有限回行なうことで，𝑧の最大値を求めることができる。

問題．目的関数 𝑧 = 𝑥 + 2𝑦 + 3𝑧 ，制約条件を，

4𝑥 + 𝑦 + 𝑧 ≤ 72，2𝑥 + 𝑦 + 2𝑧 ≤ 48，𝑥 + 3𝑦 + 𝑧 ≤ 48

とするとき，目的関数𝑧の最大値を求めたい。以下の問いに答えよ。

(1) スラック変数𝑠 > 0, 𝑡 > 0, 𝑢 > 0を用いて，𝑧, 𝑥, 𝑦, 𝑧, 𝑠, 𝑡, 𝑢に関する連立方程式をたてよ。

(2) 目的関数 𝑧 = 𝑥 + 2𝑦 + 3𝑧 の最大値を求めよ。



解答例

(1) 

(

1 −1 −2 −3 0 0 0
0 4 1 1 1 0 0
0 2 1 2 0 1 0
0 1 3 1 0 0 1

)

(

  
 

𝑧
𝑥
𝑦
𝑠
𝑡
𝑢)

  
 
= (

0
72
48
48

)

(2) 

  (

−1 −2 −3 0 0 0
4 1 1 1 0 0
2 1 2 0 1 0
1 3 1 0 0 1

|

0
72
48
48

)
𝑅3/2
→  (

−1 −2 −3 0 0 0
4 1 1 1 0 0
1 0.5 1 0 0.5 0
1 3 1 0 0 1

|

0
72
24
48

)

  
𝑅1+3𝑅_3
→     
𝑅2−𝑅3
𝑅4−𝑅3

(

2 −0.5 0 0 1.5 0
3 0.5 0 1 −0.5 0
1 0.5 1 0 0.5 0
0 2.5 0 0 −0.5 1

|

72
48
24
24

)
𝑅4/2.5
→    (

2 −0.5 0 0 1.5 0
3 0.5 0 1 −0.5 0
1 0.5 1 0 0.5 0
0 1 0 0 −0.2 0.4

|

72
48
24
9.6

)

  
𝑅1+0.5𝑅4
→      
𝑅2−0.5𝑅4
𝑅3−0.5𝑅4

(

2 0 0 0 1.4 0.2
3 0 0 1 −0.4 −0.2
1 0 1 0 0.6 −0.2
0 1 0 0 −0.2 0.4

|

76.8
43.2
19.2
9.6

)

よって，𝑧 = 76.8 − 2𝑥 − 1.4𝑡 − 0.2𝑢,    𝑦 = 9.6 + 0.5𝑡 − 0.4𝑢 より，

𝑥 = 0, 𝑦 = 9.6, 𝑧 = 19.2 のとき，最大値 𝑧 = 76.8 となる。


